












学位授与の日付 昭和 55 年 3 月 25 日
学位授与の要件 歯学研究科歯学基礎系専攻
学位規則第 5 条第 1 項該当
学位論文題目 ラット三叉神経脊髄路における髄鞘発生について
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研究材料として出生直後，生後 1 ， 2 , 3 , 5 , 7 , 9 , 12, 15, 18, 21 , 28 日目及び成熟(体重
250g以上) SD 系ラットを各 2~4 匹ずつ，合計36匹を用いた。アルデヒドーオスミウム 2 重固定，
エポン 812 に包埋した試料から，問レベルで腹背側的に中央の位置で三叉神経脊髄路の前頭断面超薄
切片を作成し，ウラニルー鉛 2 重染色を施し，目立透過型電子顕微鏡HU-12A を用いて観察した。
最終倍率15， 000倍の写真上で，髄鞘の厚さを含まない軸索断面の短径を計測し，直径O. 5~ 1. 0μ ， 



















軸素直径の平均値は，出生直後から 2 日目まではo.89 :I o. 06μ と低い値を示したが， 3 日目では
1. 01μ と増加し， 5 日目から 18 日目まではほぼ1. 06土 0.04μ と変らず， 21 日目以後は再び増加し，成
熟個体では1. 36μ に達し， 2 段階の増加を示した。各直径グループの変化では，直径の小さなグルー
プではその百分率は経時的な減少を，直径の大きなグループでは経時的な増加を示したが，各グルー
プ共に生後 5 日目から 18日目に亘る期間の百分率はほとんど変化が認められなかった。
③ 有髄率の変化
有髄線維の出現は中程度の直径(1. 0~2. 0μ) のものが最も早く，出生直後にみられ，ついで0.5~
1. 0μ及び、 2. 0~2. 5μのグループは生後 2 日目に， 2.5μ以上の太いグループは生後 5 日目以後に有髄
線維が出現したo 各直径グループの有髄率は S 字状曲線を描いて増加したが，直径の大きなグループ
ほど有髄率の増加が速かで，直径の小さなグループはより緩かな増加を示した。直径o. 5~ 1. 0μ， 
1. O~ 1. 5μ， 1. 5~2. 0μ， 2. 0~2. 5μ及び 2.5μ以上のグループの有髄率はそれぞれ生後21 日目(約
80%) , 18 日目(約95%) ， 18日目(約98%) ， 18 日目(100%)，及び12 日目(100%) で成熟値に達した。




o. 045 :I O. 025であったが， 21 日目にかけて急激に増加し，成熟値の0.11 に達した。相関係数は，生後
2 日目の0.55から 7 日目の0.35に減少した後，再び増加し， 15日目で成熟値 (0.81 :I: 0.06) に達した。








し，髄鞘形成開始時期における critical axon size の存在を否定し，軸索直径の段階的増大を示した
にとどまらず，髄鞘の厚さの増大もまた，軸索直径の増大と関連性を持った 2 時期にわかれる段階的
過程を踏んで、なされることを示した。
杉本朋貞君の論文は神経発生学上の貴重な資料を提示するとともに，近年注目されている髄鞘形成
の生化学的側面に展望を与えるものであり，歯学博士の学位授与に十分値するものと認める。
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